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はじめに

　日本では，具体的な体験や活動を通して学ぶ

　「生活科」に続き，「総合的な学習の時間」が導

入されたことにより，子どもたちが多様な人々と

かかわりながら，様々な形で地域社会に参加する

機会が増えつつある。特に，総合的な学習の時間

においては，環境教育やボランティア活動など，

子どもが地域社会に直接参加する機会は確実に増

加している。

　総合的な学習の時間については, 2003年12月の

学習指導要領の一部改正において，教科等との関

連付けについて新たに目標に加わった。また，生

活科についても，小学校学習指導要領において，

他教科等との関連を図り，指導の効率を高めるよ

引こすることが配慮事項として示されている。こ

のように，生活科，総合的な学習の時間のどらに

おいても，どのように教室での学習と関連付ける

かが注目される必要がある。　しかし，このような

活動が，教科学習を中心とする教室での学習との

関連に配慮して行われているとはいえないのが現

状である。つまり，多くの場合，教室での学習と

地域社会への参加は，関連性がなく切り離されて

扱われているといえる。

　アメリカ合衆国では，以前から「コミュニティ

サービスJoと呼ばれる，ボランティア体験，福

祉体験，インターンシップ体験などの社会体験を

学校の教育活動の一環として行う社会参加活動

が, 1990年代初頭から推進されてきた。　しかし，

その普及の一方で, 1990年代半ばになると，強制

労働と同じであるという批判や，授業としての意

義や工夫が不十分であるという批判を受けるよう

になった。こうした批判を受け，アメリカ合衆国

ではサービスラーニング(Service-Learning)が登場

した。サービスラーニングとは，｢学習を充実さ

せ，市民的な責任を教えるとともに，地域社会を

よりよくするために，コミュニティサービスとア

カデミックな学習とを統合する教授と学習のアプ

ローチ｣2)である。日本においても，総合的な学

習の時間との関連について既にいくつかの先行研

究がある3)。また，市民的な責任を教える市民性

の教育についても，社会科や道徳教育の領域にお

いて部分的に実践されている。しかし，これらの

先行研究や実践では，地域社会への参加と教室で

の学習とを関連させることや，生活科における地

域社会への参加の在り方についてはほとんど論じ

られていない。これらに関して，サービスラーニ

ングから得られる示唆は大きい。

　そこで，本小論では，カリフォルニア州の

EBCC(East Bay Conservation Corps)チャータース

クール４)で実際に取り組まれた実践をもとに，プ

ロジェクトやその評価ついて検討し，生活科や総

合的な学習の時間における地域社会への参加の在

り方について考究する。

Ｈ　サービスラーニングの特徴

　アメリカ合衆国では, 1990年ごろから，様々な

組織によって，サービスラーニングの定義や，そ

の質に関する基準が開発されてきた。その結果，

現在，多種多様なサービスラーニングの定義が存

在し，実践されている。
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　ＥＢＣＣチャータースクールでは，サービスラー

ニングについて，子どもたちが地域社会の「本物

のニーズ」に，アカデミックな知識や技能を適用

することることで取り組む教授方法として理解し

ている。　これまで, EBCCチャータースクールで

は，サービスラーニングの質を高めるために，

サービスラーニングの「本質的な要素」について

研究し，まとめてきた。そこで確認されたのが，

以下の「質の高いサービスラーニングの７つの要

素」である。

１統合的な学習(IntegratedLearning)

　サービスラーニングのプロジェクトは，知識や

技能について明確に表現し，そのサービスは，ア

カデミックな学習内容を与え，そして，教室での

学習は，そのサービスに情報を与える。

゜質の高いサービス(HighQualityService)

　サービスは，地域社会によつて認識された現在

の地域社会のニーズに対応する。そして，生徒や

地域社会にとって意義のある利益を得るために，

年齢に応じた，よく組織化されたサービスを実践

する。

゜協働(Collaboration)

　サービスラーニングのプロジェクトは，プロ

ジェクトに貢献したり，プロジェクトから利益を

受けたりするすべてのパートナーとともに，生

徒，親，地域社会に密着した組織のスタッフ，学

校の管理者，サービスを受ける人などの間の協働

である。

゜生徒の声(StudentVoice)

　生徒は，積極的にサービスのプロジェクトの選

択や計画，振り返りのセッション，評価とお祝

い，年齢に応じた役割や課題を引き受けること等

に参加する。

゜市民的な責任(CivicResponsibility)

　サービスラーニングのプロジェクトは，生徒

の，他者をケアする責任や地域社会に貢献する責

任の発達を促進する。生徒は，そのことによつ

トの最後だけでなく，前半や中間など，あらゆる

場面に生じ，生徒のサービスの経験とアカデミッ

クなカリキュラムの間のつながりを確立する。

゜評価(Evaluation)

　評価は，プロジェクトの学習目標やサービスの

目標に向けての進歩を測り，すべてのパート

ナー，特に生徒がサービスラーニングの評価にか

かわることを求める。5)

　これらは，サービスと学習の質を高めるための

重要な要素であるといえる。

　また, EBCCチャータースクールでは，サービ

スラーニングに図１のような一連の構造が与えら

れている６‰このような構造は，アメリカ合衆国

の他の学校でも類似した実践が行われており，

サービスラーニングの基木的な学習過程といえ

る。これは，サービスラーニングを初めて実践し

ようとする教師にとって有効な指針であろう。

　しかし，サービスラーニングの実践にあたって

留意しなければならないことは，これらの５つの

段階は一見直線的な過程を示しているが，それぞ

れの段階が本質的に，密接に結びついているとい

うことである。

図１　サービスラーニングの学習課程

て，どのような方法で地域社会に影響を与えるこ　　Ⅲ　サービスラーニングのプロジェクト

とができるか理解する。

・振り返り(Reflection)　　　　　　　　　　　　　　　既に述べてきたように，サービスラーニングの

　振り返りは，サービスラーニングのプロジェク　　定義は広く，これまでに様々な実践が行われてき
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た。　ここでは，実際にEBCCチャータースクール

で実践されたサービスラーニングのプロジェクト

について紹介するとともに，その特徴について述

べることにする。

　EBCCチャータースクールには，就学前の学年

　（幼稚園段階）の子どもから，第５学年の子ども

までが在籍し，それぞれの学年段階でサービス

ラーニングに取り組んでいる。

　ここでは，幼稚園の「バディーリーディングプ

ロジェクト」7）について紹介する。この実践は，

幼少期の子どもたちがどのような形で地域社会に

貢献したか，また，年長の子どもたちや国境を越

えた子どもだちとどのようにかかわったかについ

て明らかにしている。これは，日本の生活科や幼

小連携の在り方に示唆を与える実践である。な

お，それぞれの実践には，教師が実際に作成した

　「カリキュラム単元表」を付した。

幼稚園：バディーリーディングプロジェクト

　バディーリーディングとは，異なる学年段階の

子どもたちがバディ（仲間）としてベアを組み，

互いに本を読んだり，一緒にゲームをしたりする

活動である。

　教師は，第２学年や第４学年の教師と提携し，

継続的なバディーリーディングプロジェクトを実

施ることにした。幼稚園の子どもたちは，最初の

数ヶ月の間，年長の子どもだちと一緒にバディー

リーディングに参加したが，その後，このプロ

ジェクトは，学校の近くにある託児所にまで広げ

られた。幼稚園の教師は，子どもたち自身が，就

学前の子どもにとっての良い役割モデルとなるこ

とを目標として，託児所のスタッフとパートナー

となった。

　教師は，パートナーとなった第２学年，第４学

年の教師とのミーティングを行い，バディーリー

ディングプロジェクトの学習の焦点を，文字の識

別，音声学の活動，言葉遊びに関するリテラシー

の発達に合わせ，アカデミックな学習を促進し

た。数ヶ月後，プロジェクトは『はらぺこあおむ

し』をきっかけにした遊びをしたり作品や舞台衣

装を作ったりする，別のプロジェクトにまで影響

を与えた。このプロジェクトは，もともと植物に

-

ついて学び，託児所の庭をｅりよくつくり直そう

とする「託児所のガーデエング」のプロジェクト

であったが，幼稚園の子どもたちは，このプロ

ジェクトに，託児所の子どもだちと庭についての

本を一緒に作る活動を加えた。

　その後，このプロジェクトは，エクアドルの姉

妹校と提携して行われる次のバディーリーディン

グのプロジェクトヘと発展していった。

　EBCCチャータースクールでは，カリフォルニ

ア州の内容基準をサービスラーニングのプロジェ

クトに統合する一方で，それぞれの単元は，子ど

もたちの市民的なリテラシーの育成をサポートす

るために開発されてきた。カリキュラム単元表か

らもわかるｅうに，どの学年段階においても，身

につけさせたい市民性だけでなく，学ばせたい知

識や技能と州の内容基準における位置付けを明確

にしている。このことは幼稚園段階でも同様であ

り，悧えば本の作成や編集を通して言語的な能力

や数学的な能力を育てることといったアカデミッ

クなリテラシーの育成が盛り込まれている。既に

述べたｅうに，生活科においても，学習指導要領

において，他教科等との関連を図ることを配慮事

項として掲げているが，地域のサービスに参加す

ることを通して，他教科等で身につけた知識や技

能を活用しながらより深い学習ができると考えら

れる。

　また，地域社会のパートナーとして，かかわら

せたい人的，物的なリソースが示されている。幼

稚園段階においても学校外のパートナーとかか

わっているのは注目すべき点である。生活科にお

いても，できる限り多様で広範な地域社会へのか

かわりが望まれる。

　ＥＢＣＣチャータースクールでは，「バディー

リーディングプロジェクト」を学校の中心的なプ

ロジェクトとしている。このプロジェクトの活動

は，学校全体の取り組みを越えて，近所の託児所

や国外の姉妹校にまで広がっている。異年齢の子

ども同士で学ぶことは，年長の子どもにとっても

年少の子どもにとっても価値があるが，異なった

文化や異なった場所で生活する人々について学ぶ

ことで，彼らは次第に相手を尊重する態度を身に
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サービスラーニングのカリキュラム単元表
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つけることができる。また，ここには示していな

いが，高学年では地域の人々を「教える」という

視点がカリキュラムに組み込まれている。これ

は，「子どもは常に教育されるもの」という視点

から脱却する大きな意味をもっており，彼らが市

民として認めらるための重要な視点である。

Ⅳ　サービスラーニングにおける評価

　現在，子どもたちのアカデミックな進歩を記録

する方法は多く存在するが，その一方で，彼らの

市民的な能力の発達を測定したり記録したりＳる

ための方法はほとんど明らかになっていない。

ＥＢＣＣチャータースクールの教師は，「市民的な

リテラシー」を育てることを，学校の重要な使命

と考え，外郎のコンサルタントと協働し，それぞ

れの学年段階にふさわしい「市民的な取り組み」

や「市民的なリテラシー」を確認している。確認

された規準は，様々な市民的な技能や態度および

行動を含んでいる。

　ここでは，子どもたちの市民的な発達を測り，

記録するために開発された, EBCCチャータース

クールの「市民的なリテラシーのルーブリック」

および「学びの履歴」8）を紹介する9）。

　EBCCチャータースクールでは，より包括的で

客観的な評価の体系を創り出すために，表のよう

に教師が子どもたちに期待するリテラシーのルー

ブリックを作成している。アカデミックなリテラ

シーについてのルーブリックは，カリフォルニア

州全体の内容基準に基づいて作成されているが，

市民的なリテラシーのためのルーブリックは，教

師が保護者とともに学年段階に適した市民的なリ

テラシーを確認し作成している。EBCCチャー

タースクールでは，「個人的な責任」，「他者や

地域社会のケア」，そして「リーダーシップ」を

育てたい市民的なリテラシーとしている。

　表のルーブリックは，市民的なリテラシーにつ

いての学校全体の目標とともに，幼稚園段階の目

標を示しているlo）。「市民的なリテラシーのルー

ブリック」は，子どもたちに期待する市民的なリ

テラシーを学年ごとに明確にしている。この中に

は，２年間，あるいはそれ以上の年数をかけて身

につけさせたいリテラシーも示されている。総合

的な学習の時間については，育てたい子どもの力

がはっきりしていない学校はまだまだあるのでは

ないだろうか。あるいは，はっきりしていても，

子どもや保護者との共通理解ができていない学校

も多いと思われる。 EBCCチャータースクールで

は，「学びの履歴」の内容を必要に応じて修正

し，すべての保護者が学校が育てたい子どもの力

について理解できるよう，１年間に２回，成績表

　表　市民的なリテラシーのルーブリック（幼稚園）
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図２　第３学年の「学びの履歴」（抜粋）

を保護者に渡す際に配慮している。

　そして，子どもたちの学習の評価をまとめたも

のが，図２の「学びの履歴」である。「学びの履

歴」では，コアとなる教科，市民的なリテラ

シー，他の教科から宿題や出席にいたるまで数量

的な評価を行っている。なお，図２では示されて

いないが，文章記述による評価も「学びの履歴」

　総合的な学習の時間の評価においても，ある単

元で新たに身につけさせたいアカデミックな知識

や技能について明示し，それについて評価するこ

とが，本当に教科等と関連付けられた総合的な学

習の時間を実現させるための重要な要素ではない

だろうか。

には含まれている。ＥＢＣＣチャータースクールで　　Ｖ　おわりに

は，これらすべてをまとめてサービスラーニング

の評価としている。また，コアとなる教科につい

ては，「内容（Ｃｏｎ）」と「努力(Eff)」の２つの観点

から評価している点も大きな特徴である。

　これまで，日本においては，市民的なリテラ

シーに関する評価は，教師一人ひとりの判断に任

されてきた。総合的な学習の時間の評価につ

いては，「各学校で観点を定めて，評価を

文章記述する」¨）ことになっているが，総合的

な学習の時間で各学校が育てたいと考えている子

どもの力を明らかにし，それらをできるだけｰ一貫

性，客観性をもって評価するｅう努めるべきであ

る。この評価には，子どもの「努力」の観点から

の記述が盛り込まれることが望ましい。

　ここまで，サービスラーニングについて，生活

科や総合的な学習の時間における地域社会への参

加に生かせると思われるプロジェクトや評価につ

いて論じてきた。　しかし，これらをそのまま生活

科や総合的な学習に適用するのは難しく，また，

適当でない面もある。　日本の学校や地域社会，子

どもの実態に加え，学校の教育課程等に応じて適

用することが望まれる。

　さて, EBCCチャータースクールの教師は，

サービスラーニングの実践にあたっての困難につ

いて，以下の点をあげている。

゜生徒が，幼すぎる，あるいは，サービスを実行

　する準備ができていないと判断される。
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゜教師は，サービスラーニングのプロジェクトを

　計画し，学年段階のテーマを越えたコア・カリ

　キュラムとサービスラーニングのプロジェクト

　を統合する全体計画を作るための十分な時間を

　もっていない。

・教師は，地域社会のサービスラーニングのパー

　トナーと接触する経験を制限してしまう。｀2’

　これらの課題は，生活科，総合的な学習の時間

においてもしばしば問題としてあげられ，これら

の課題から，生活科，総合的な学習の時間が非難

を受けることもある。 EBCCチャータースクール

は，サービスラーニングに取り組み始めてまだ間

がない。しかし，様々なことが要求される最初の

年でさえ，これらの課題を教師自身が見つけ取り

組んでいる。具体的な改善策を見つけることはも

ちろん重要であるが，子どもと一緒に有意義な

サービスや学習のために精力的に取り組む教師の

姿勢そのものを，我々は学ぶべきではないだろう

か。
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